
昨年度の認可園４月入園希望者の、待機児童数は７９１人である。 

今年度は新園開設などで約３００人の定員の増を行ったが、それでもこのままだと相当数

の待機児が出てしまう。認証保育園など、認可外保育などに入園したとしても、これでは

途中で諦めてしまう人が出てしまうのは、必至である。４，５歳児で若干の定員割れが出

ることがあるので、もっとも需要の高い枠である、1歳または0歳、2歳の定員を増やすこ

とや、「定員の弾力化」を区がやっていく必要がある。また都有地に計画している新園の

年度途中での開設も重要だ。 
 

 


